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市税や国民健康保険税に納め忘れがないか、もう一度ご確認をお願いします。

市 役 所 の 組 織 の 名 称 を 変 更 します
　市では、市民サービスの向上と効率的な事務の運営をめざし、４月１日付けで課等の統廃合、名称変更
および班の新設を行います。なお、各課の直通電話番号の変更はありません。　

１．課等の統合

４月1日から

財政課 財政班
管財検査班
行財政改革推進班

３月31日まで

財政課

行財政改革推進室

財政班
管財検査班
行財政改革推進班

２．課名等の変更

４月1日から

子育て支援課 児童家庭班
保育班

健康増進課 庶務班
母子保健班
成人保健班

クリーン推進課 クリーン計画班
クリーン推進班
クリーンセンター業務班

教育総務課 庶務班
施設班

総務課 人事班
行政班
文書班
市民協働推進班

３．班の新設

４月1日から

３月31日まで

企画政策課 企画政策班
統計班

企画統計班企画課

システム管理課 システム管理班 管理システム班情報管理課

児童家庭課 児童家庭班
保育班

健康管理課 庶務班
母子保健班
成人保健班

クリーンセンター 管理班

庶務課 庶務班
施設班

総務課 人事班
行政班
文書班

３月31日まで

　今後のまちづくりの推進にあたっては、市民の皆さんを始め、地域やＮＰＯ法人、各種団体など様々
な主体との協働による取り組みが何よりも重要であることから、その推進組織として総務課内に市民協
働推進班を新設し、協働のまちづくり推進に向けた計画の策定、各種団体などとの連携や支援などを行
います。
問総務課　☎４４３－１１１３

市 役 所 の 組 織 の 名 称 を 変 更 します
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1年次のおもな学習プログラム（※は1・2年生合同）

日程
５月11日㈬
５月25日㈬
６月１日㈬
６月８日㈬
６月22日㈬
７月６日㈬
７月20日㈬
９月７日㈬
９月23日㈮
10月12日㈬
10月26日㈬
11月９日㈬
11月25日㈮
12月７日㈬
１月11日㈬
１月25日㈬
２月15日㈬
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おもな学習内容（予定）
※入学式　記念講演
健康の維持と増進①
※高齢者の身近な法律問題
八街市の昔、勾玉づくり
給食センター・落花生試験地（見学）
八街市の落花生工場（見学）
八街市の現状と今後の展望
八街市の生んだ偉人
八街市の史跡・文化財（見学）
家の周りの野草（見学）
人生80年時代のライフプラン
北総地区の博物館や自然等（見学）
健康の維持と増進②（レク）
ボランティア活動の内容等
八街市の無形文化財
教育現場の現状と課題
※修了式への参列　合同懇親会
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ど
な
先
絡
連
・
間
時
動

。
い
さ
だ
く
せ
わ
合
い
問
お
、
は

│
３
４
４
☎
　

５
６
４
１

す
ま
い
て

者
象
対

２
・
１
の
帳
手
者
害
障
体
身
①

、
し
だ
た
。
方
る
た
あ
に
級
　

害
障
能
機
肢
下
、
害
障
覚
視
　

方
の
害
障
能
機
幹
体
び
よ
お
　

。
で
ま
級
３
は
　

・
１
の
Ⓐ
・
Ⓐ
の
帳
手
育
療
②

２
の
Α
・
１
の
Α
・
２
の
Ⓐ
　

。
方
る
た
あ
に
　

帳
手
祉
福
健
保
者
害
障
神
精
③

。
方
る
た
あ
に
級
１
の
　

数
枚
付
交

最
間
年
　

高
24

に
月
請
申
、
枚

。
す
ま
り
な
異
が
数
枚
付
交
り
よ

に
害
障
能
機
臓
腎
、
し
だ
た
　

て
け
受
を
法
療
析
透
工
人
り
よ

つ
に
）
る
限
に
級
１
（
方
る
い

最
間
年
、
は
て
い

高
48

付
交
枚

。
す
ま
し

額
成
助

半
の
金
料
き
つ
に
回
一
車
乗
　

）
度
限
を
円
０
０
０
１
（
額
　

の
も
な
要
必
に
請
申

鑑
印
①

ま
帳
手
者
害
障
体
身
の
人
本
②

害
障
神
精
、
帳
手
育
療
は
た
　

帳
手
祉
福
健
保
者
　

る
い
て
し
付
交
在
現
、
お
な
　

３
が
限
期
効
有
、
は

月
31

で
日

で
用
使
は
ら
か
月
４
、
で
の
す

る
え
使
ら
か
月
４
。
ん
せ
ま
き

３
、
は
請

月
15

け
受
ら
か
㈫
日

。
す
ま
け
付

課
祉
福
い
が
障
申

│
３
４
４
☎
　

　
９
４
６
１

│
３
４
４
　
　

２
４
７
１

臣
大
学
科
部
文
が
校
学
中
街
八

賞
受
を
賞

学
中
街
八
で
部
の
全
安
校
学
　

受
を
彰
表
臣
大
学
科
部
文
が
校

。
た
し
ま
し
賞

平
　

成
24

通
交
東
関
は
に
度
年

平
、
彰
表
長
会
合
連
会
協
全
安成

25

安
通
交
本
日
全
は
に
度
年

賞
受
を
彰
表
長
会
合
連
会
協
全

。
す
ま
い
て
し

、
て
い
お
に
校
学
は
度
年
今
　

、
室
教
全
安
通
交
る
よ
に
課
災
防

転
自
る
よ
に
会
議
協
祉
福
会
社

部
導
指
外
校
Ａ
Ｔ
Ｐ
や
検
点
車

動
活
り
守
見
の
校
下
登
る
よ
に

携
連
と
者
護
保
・
域
地
、
ど
な

価
評
が
組
取
の
育
教
全
安
た
し

。
た
し
ま
れ
さ

課
育
教
校
学
問

│
３
４
４
☎
　

６
４
４
１

た
し
ま
し
設
増
を
ラ
メ
カ
犯
防

止
抑
の
生
発
罪
犯
、
は
で
市
　

た
の
上
向
安
治
感
体
の
民
市
と

平
、
め

成
25

駅
街
八
ら
か
度
年

運
の
ラ
メ
カ
犯
防
頭
街
で
辺
周

点
差
交
口
北
駅
街
八
に
た
新
　

３
、
し
設
増
台
１
に

月
10

か
日。

た
し
ま
し
始
開
を
用
運
ら

道
公
に
主
は
ラ
メ
カ
犯
防
　

を

24

画
た
し
影
撮
、
し
影
撮
間
時

供
提
は
に
外
以
係
関
査
捜
は
像

。
ん
せ
ま
し

主
自
は
ラ
メ
カ
犯
防
、
た
ま
　

き
引
。
す
で
の
も
う
補
を
り
守

の
と
動
活
犯
防
の
域
地
、
き
続

ま
な
心
安
・
全
安
で
果
効
乗
相

。
す
ま
し
指
目
を
り
く
づ
ち

課
災
防
問

│
３
４
４
☎
　

９
１
１
１

ぶ
結
を
駅
東
成
ら
か
駅
街
八
　

線
沿
の
」
線
街
八
「
ス
バ
線
路

対
一
右
左
、
は
寺
宣
妙
る
あ
に

よ
う
覆
を
内
境
が
桜
れ
だ
し
の

な
名
有
で
と
こ
る
誇
き
咲
に
う

。
す
で
寺
お

駐
、
は
期
時
の
ろ
ご
見
の
桜
　

に
い
ら
く
る
な
に
車
満
が
場
車

線
街
八
。
す
ま
れ
訪
が
客
見
花

り
降
を
」
停
ス
バ
寺
宣
妙
「
の

。
す
で
前
の
目
ぐ
す
、
と
る

に
ス
バ
非
是
、
に
会
機
の
こ
　

？
か
ん
せ
ま

課
画
企
問

│
３
４
４
☎
　

４
１
１
１

場
広
の
な
ん
み

場
広
の
な
ん
み

板
言
伝

集
募
員
会

せ
ら
知
お

座
講
・
し
催

バスに乗って
お花見に行きませんか

せ
わ
合
い
問
問

時
日
時

場
会
場

容
内
内

象
対
対

員
定
定

費
加
参
費

み
込
し
申
申

り
切
め
締
〆

方
見
の
号
記

物
ち
持
持

５
１
８
０
│
４
４
４

時問 時場時場内

問問 時場問 時場対費問 時場費時場対費

問問 時場対費問 時場費問 時場費

問

申問

問問
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○２キロの部
　ファミリー低学年　永峰　到、陽彩
　ファミリー高学年　稲生靖行、一星
　小学生高学年　　　岩田　一冴
　中学生女子　　　　鯉渕　知穂
　女子　　　　　　　山田　実波
○３キロの部　　
　中学生男子　　　　佐々木　爽多　
　男子　　　　　　　山口　章男
○10キロの部
　女子　　　　　　　遠藤　恵
　高校生男子　　　　細川　友規
　29歳以下男子　　　椎名　寛也
　30歳以上49歳以下男子　椎名　喜光
　50歳以上男子　　　門倉　一弘

冬の市内を快走
　　八街市ロードレース大会
冬の市内を快走
　　八街市ロードレース大会

　平成27年12月28日に八街市社会福祉協議会と
「八街市災害ボランティアセンターの設置等に
関する協定書」を
締結しました。
　この協定書は、
八街市地域防災計
画に基づき、災害
ボランティアセン
ターの設置や運営
などに関して、必
要な事項を定める
ものです。

　２月11日、第38回八街
市ロードレース大会が行
われました。
　大会は、距離や年齢な
どで12部門に分かれて行
われ、冬の市内を快走し
ました。
　当日は、会場で甘酒や
ＪＡ千葉みらいの後援に
よるキャロットジュース
の無料配布が行われまし
た。
　各部門の優勝者は次の
とおりです。（敬称略）

第53回新春子ども会書き初め展
１月16日～23日まで、中央公民館で、子ども会
育成会連絡協議会主催「新春子ども会書き初め
展」が開催されました。

まちのわだいまちのわだい

　市内の小・
中学校、高校
の児童・生徒、
一般などから
1300点もの力
作が出品され
ました。
・特別賞82人
・特選 102人

「八街市災害ボランティアセンターの「八街市災害ボランティアセンターの「八街市災害ボランティアセンターの
設置等に関する協定書」を締結
「八街市災害ボランティアセンターの
設置等に関する協定書」を締結

　

、
職
就
は
月
４
、
月
３
年
毎

る
な
く
多
が
ル
ブ
ラ
ト
の
し
越

。
す
で
節
季

ン
セ
活
生
費
消
、
め
た
の
こ
　

傷
が
具
家
て
く
な
い
て
れ
さ
り

数
が
談
相
の
ル
ブ
ラ
ト
る
す
関

ト
。
す
ま
い
て
れ
ら
せ
寄
く
多

ま
し
意
注
に
点
の
次
、
め
た
う

見
ら
か
社
数
複
ず
必
、
は
に
　

け
だ
格
価
、
り
と
を
り
も
積
　

基
に
款
約
は
者
業
事
、
た
ま
　

積
見
と
款
約
。
す
ま
い
行
を
　

か
て
し
討
検
り
取
け
受
を
書
　

分
自
は
品
重
貴
る
き
で
帯
携
●

壊
ど
な
ン
コ
ソ
パ
、
び
運
で
　

事
に
前
事
は
の
も
い
す
や
れ
　

も
積
見
、
と
こ
い
な
ら
か
分
●

は
更
変
た
じ
生
に
降
以
時
り
　

し
束
約
、
も
で
と
こ
な
さ
小
　

記
に
書
積
見
ず
必
は
と
こ
た
　

確
を
容
内
、
い
ら
も
て
し
載
　

物
荷
に
ぐ
す
は
に
後
了
終
業
　

ま
し
検
点
を
態
状
の
居
住
や
　

復
回
状
原
の
宅
住
貸
賃

、
に
時
去
撤
の
宅
住
貸
賃
「
　

リ
ク
内
室
や
え
替
張
の
ス
ロ
ク

と
」
。
た
れ
さ
を
求
請
の
用
費

。
す
ま

の
宅
住
貸
賃
、
に
う
よ
の
こ
　

費
の
復
回
状
原
、
に
際
の
去
撤

じ
生
が
ル
ブ
ラ
ト
り
ぐ
め
を
用

た
の
そ
。
す
ま
り
あ
が
と
こ
る

状
原
る
な
と
担
負
の
主
借
、
め

考
の
定
算
、
囲
範
の
用
費
復
回

通
交
土
国
、
は
て
い
つ
に
方
え

ラ
ド
イ
ガ
の
復
回
状
原
「
が
省

ま
い
て
し
表
公
て
し
と
」
ン
イ

。
す

内
室
、
は
で
ン
イ
ラ
ド
イ
ガ
　

は
に
合
場
た
し
り
た
し
壊
り
た

す
担
負
を
費
復
回
状
原
が
主
借

時
、
が
す
ま
い
て
し
と
の
も
る

色
変
の
壁
や
畳
る
よ
に
過
経
間

の
鋲
画
、
や
耗
損
然
自
の
ど
な

常
通
ど
な
跡
置
設
の
具
家
、
跡

損
常
通
た
じ
生
り
よ
に
活
生
の

す
担
負
が
主
貸
は
て
い
つ
に
耗

求
請
。
す
ま
い
て
し
と
の
も
る

費
、
ば
れ
け
な
か
い
が
得
納
に

話
と
主
貸
、
め
求
を
細
明
の
用

援
応
を
活
生
民
市
な
心
安
・
全
安
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る
け
避
を
ル
ブ
ラ
ト
、
た
ま
　

事
要
重
に
時
約
契
、
は
に
め
た

読
く
よ
を
書
約
契
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書
明
説
項
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項
条
な
利
不
に
主
借
、
で
ん

よ
お
居
入
、
し
認
確
を
か
い
な

し
検
点
を
内
室
は
に
時
去
退
び

。
す
で
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も
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で
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去
退
、
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の
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だ
る
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生
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り

。
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４
４
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９
２
９
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０
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０
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│
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４
４
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対
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定
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